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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年2月27日(2018.2.27)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２２】
　分枝状の第２級アミン及びカルボン酸の反応生成物であるアミドは、第３級アミドであ
る。好ましくは、アミドは立体障害性である。「立体障害性」という用語に関しては、ア
ミド基－ＮＣＯ－が、更なる反応からアミド基を守る、大きな及び／又は分枝状の部分と
結合することを意味する。「大きな」基とは、任意の分枝状又は直鎖状のヒドロカルビル
鎖を意味する場合がある。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２３】
　好ましくは、潤滑剤組成物は式（Ｉａ）又は（Ｉｂ）、
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【化１】

【化２】

のアミドを含み、式中、
Ｒ1及びＲ2が、Ｃ3～Ｃ18の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基か
らなる群より独立して選択され、
Ｒ3が、Ｃ3～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基からなる群
より選択され、
Ｒ4が、Ｃ1～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビレン基からなる
群より選択され、
ｎが０又は１であり、
少なくともＲ1及びＲ2の１つが分枝状である。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２４】
　本明細書で使用する場合、「ヒドロカルビル基」という用語に関しては、炭素原子に結
合している水素原子が炭化水素の分子から取り除かれた場合に形成する、炭素原子上の結
合の開放点を含有する一片である、炭素原子及び水素原子のみからなる非環状又は環状の
官能基を意味する。「ヒドロカルビル基」という用語の定義は、本明細書で使用する場合
、（飽和した）アルキル基、（炭素－炭素の二重結合を含有する）アルケニル基、及び（
炭素－炭素の三重結合を含有する）アルキニル基を含む。好ましくは、本明細書で言及す
るヒドロカルビル基は、アルキル基又はアルケニル基、より好ましくはアルキル基である
。好ましくは、本明細書で言及するヒドロカルビル基は非環状である。
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００２７
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【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００２７】
　好ましくは、Ｒ1及びＲ2は、互いに独立してＣ3～Ｃ15のヒドロカルビル基、より好ま
しくはＣ3～Ｃ13のヒドロカルビル基、及び最も好ましくはＣ3～Ｃ10のヒドロカルビル基
である。好ましくは、Ｒ1及びＲ2は、互いに独立してＣ3～Ｃ15のアルキル基、より好ま
しくはＣ3～Ｃ13のアルキル基、及び最も好ましくはＣ3～Ｃ10のアルキル基である。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３０】
　Ｒ3は、好ましくは、Ｃ2～Ｃ35のヒドロカルビル基、好ましくはＣ3～Ｃ23のヒドロカ
ルビル基、より好ましくはＣ5～Ｃ21のヒドロカルビル基、及び最も好ましくはＣ6～Ｃ17

のヒドロカルビル基である。Ｒ3は、好ましくは、Ｃ2～Ｃ35のアルキル基又はアルケニル
基、好ましくはＣ3～Ｃ23のアルキル基又はアルケニル基、より好ましくはＣ5～Ｃ21のア
ルキル基又はアルケニル基、及び最も好ましくはＣ6～Ｃ17のアルキル基又はアルケニル
基である。Ｒ3は、好ましくは、Ｃ2～Ｃ35のアルキル基、好ましくはＣ3～Ｃ23のアルキ
ル基、より好ましくはＣ5～Ｃ21のアルキル基、及び最も好ましくはＣ6～Ｃ17のアルキル
基である。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ）分枝状の第２級アミン及びカルボン酸の反応生成物であるアミドと、
　ｂ）少なくとも１種の添加剤と
を含む、潤滑剤組成物。
【請求項２】
　前記アミドが式（Ｉａ）又は（Ｉｂ）
【化３】
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【化４】

のアミドであって、式中、
Ｒ1及びＲ2が、Ｃ3～Ｃ18の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基か
らなる群より独立して選択され、
Ｒ3が、Ｃ3～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基からなる群
より選択され、
Ｒ4が、Ｃ1～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビレン基からなる
群より選択され、
ｎが０又は１であり、
Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つが分枝状である、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項３】
　前記分枝状の第２級アミンの反応体が、式（ＩＩ）

【化５】

を有し、式中、Ｒ1及びＲ2はＣ3～Ｃ18の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロ
カルビル基からなる群より独立して選択され、Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つが分枝状であ
る、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項４】
　前記カルボン酸がモノカルボン酸であり、前記アミドがモノアミドである、請求項１に
記載の潤滑剤組成物。
【請求項５】
　前記モノカルボン酸が４～３６個の炭素原子を含む、請求項４に記載の潤滑剤組成物。
【請求項６】
　前記カルボン酸がジカルボン酸であり、前記アミドがジアミドである、請求項１に記載
の潤滑剤組成物。
【請求項７】
　前記ジカルボン酸が、２～１４個の炭素原子又は２４～５２個の炭素原子を含む、請求
項６に記載の潤滑剤組成物。
【請求項８】
　未希釈の前記アミドが、ＡＳＴＭ　Ｄ９４３で設定された方法に従って測定して、少な
くとも４０時間の加水分解安定性を有する、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項９】
　前記組成物の総質量に対して、１ｗｔ％以上９９．９ｗｔ％以下のアミドを含む、請求
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項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１０】
　前記組成物の総質量に対して、０．１ｗｔ％以上４０ｗｔ％以下の前記少なくとも１種
の添加剤を含む、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１１】
　追加の基油を含む、請求項１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１２】
　前記組成物の総質量に対して、１ｗｔ％以上９８．９ｗｔ％以下の前記追加の基油を含
む、請求項１１に記載の潤滑剤組成物。
【請求項１３】
　ａ）分枝状の第２級アミン及びカルボン酸の反応生成物であるアミドと、
　ｂ）少なくとも１種の添加剤と
を潤滑剤組成物に加えることを含む、潤滑剤組成物の添加剤の溶解性又は洗浄性を向上さ
せる方法。
【請求項１４】
　ａ）分枝状の第２級アミン及びカルボン酸を反応させてアミドを形成する工程と、
　ｂ）少なくとも１種の添加剤を前記アミドに加える工程と
を含む、加水分解に安定である潤滑剤組成物を製造する方法。
【請求項１５】
　前記アミドが式（Ｉａ）又は（Ｉｂ）
【化６】

【化７】

のアミドであって、式中、
Ｒ1及びＲ2が、Ｃ3～Ｃ18の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基か
らなる群より独立して選択され、
Ｒ3が、Ｃ3～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビル基からなる群
より選択され、
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Ｒ4が、Ｃ1～Ｃ50の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロカルビレン基からなる
群より選択され、
ｎが０又は１であり、
Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つが分枝状である、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記分枝状の第２級アミンの反応体が、式（ＩＩ）
【化８】

を有し、式中、Ｒ1及びＲ2はＣ3～Ｃ18の直鎖状又は分枝状の、飽和又は不飽和のヒドロ
カルビル基からなる群より独立して選択され、Ｒ1及びＲ2の少なくとも１つが分枝状であ
る、請求項１４に記載の方法。
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